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はじめに
　2012年5月1日、和泉新図書館がオープンした。その舞台裏では、関係
する多くの人達が、限られた時間と予算の中で、知識と知恵を出し合い、入っ
てみたくなる長期滞在型の和泉新図書館が完成したと実感している。
備品調達と移転の経過
　私が所属する調達課で携わった業務は備品調達と移転である。
　まず始めに和泉新図書館が完成するまでの経過を簡単に振り返ってみよ
うと思う。
〈備品調達＞
2010年3月～設計定例会議にて家具備品検討
＊くずわ・とおる／明治大学　調達部　調達課
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2011年3月
　　　　4月
　　　　5月
　　　　6月～
2012年1月
　　　　3月末
く仮移転
2010年6月
　　　　7月～
　　　　8月
　　　　9月
く本移転
2011年12月
2012年1月～
建設委員会にて家具備品案承認
業者選定承認
見積説明会
業者決定
備品定例会議　全30回
備品納品開始
備品納品完了・検収・竣工式
旧図書館からA館（プレハブ建物）及びB館（旧第四校舎）へ〉
業者選定承認・見積説明会・業者決定
仮移転関係部署打合せ
仮移転開始
仮移転完了
A館（プレハブ建物）及びB館（旧第四校舎）から新図書館へ〉
　　　　業者選定承認・見積説明会・業者決定
　　　　移転関係部署打合せ
3月中旬　移転開始
3月末　　移転完了
以上が簡単な経過である。
次に和泉新図書館の原点となる図書館巡りについて、振り返ってみよう
と思う。
図書館巡り
何事にもコンセプトやキーワードは欠かせない。
和泉新図書館のコンセプトは「人と人・人と情報を結ぶ『架け橋
（LIAISON）』」で、その中で軸をなすキーワードに「滞在型」、「動から静へ」、
「知の森」、「情報の泉」などがあった。
図書館を「樹」に例えるならば、コンセプトが「幹」、キーワードは「枝」
となる。そこで、「実や葉」となる建築的な仕上げや家具備品選定など、ど
うしたら良いかという難題が出てくる。その難題を考える上でとても重要
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だと感じたことは、現在の公共及び他大学の図書館を見学することであっ
たと思う。
　来館者はどのような図書館を求めているのか、どのような図書館であれ
ば入ってみたくなるだろうか、現在の図書館像はどのようなものなのか。
図書館見学は2009年7月の神田外語大学から始まり、その図書館がどのよ
うな来館者をターゲットに、どのようなコンセプトで、どのようなところ
に工夫を凝らしているかなど、設計定例会議に出席しているメンバー（施
設課、図書館総務事務室、和泉図書館事務室、和泉キャンパス課、調達課
及び設計業者）で、約2ヶ月の間に15箇所以上の施設を巡り、同じ空間、
同じ時間を共にし、その場で意見交換をした。
　その後の設計定例会議の中で「あの図書館のように閲覧席でも場所によっ
てパターンや雰囲気を変え、利用者に自分の好きな席を選んでもらいたい」
「あの図書館の音のゾーニングの方法が良い」「あの図書館の新聞コーナー
での新聞の見せ方が良い」など、共通認識を持っているメンバーだからこ
その意見交換がなされ、その結果生まれたのが和泉新図書館であると思う。
　図書館巡りなくして、和泉新図書館という「樹」は育たなかったと感じる。
旧図書館からの仮移転
　2010年夏、和泉新図書館計画の中で、
旧建物から開架図書はA館（プレハブ
建物）へ、閉架図書はB館（第四校舎）
へ仮移転した。
　どうしたら移転を低予算で収めるこ
とができるか。設計定例会議メンバー
で意見交換した結果、A館では既存書
架を利用した配架を、B館では工事現
場等で使用する単管パイプを3段組み
にし、そこに図書を詰めたダンボール
を6段積みにするという結論に至った。
特にB館の配架方法は通常の轡架を使
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わないため、図書館とは程遠い印象が今でも強く残っている（写真）。B館
では利用者はごく限られたエリアにしか立ち入れないため、利用者から閉
架図書の請求があれば和泉図書館スタッフがダンボール積みの中へ資料を
探しに行き、閲覧のサポートをしていた。現場の和泉図書館スタッフの理
解と努力があってこその仮移転の実現だった。
　また、仮移転を伴う図書館の大規模な移転は近年なかったため、小規模
な図書移転を参考に和泉図書館事務室と打合せを重ね、見積説明会の資料
を作成した。移転業者決定後は、移転を行うにあたっての実際の工程や、
図書ひとつひとつの行き先を示すラベル作成方法・貼付方法など、詳細に
っいて打合せを行った。移転日程の調整やキャンパスへの入構については、
和泉キャンパス課の協力を得て行った。
　仮移転後のA館及びB館では、和泉図書館スタッフの温かいサービスと、
図書館内のいたる所に掲示や展示などの工夫がなされ、不足しがちなハー
ド面をソフト面で補うことができた。
造作家具
　2011年3月、建設委員会において家具備品案が承認され、同年5月に備
品納入業者が決定した。和泉新図書館の家具備品は造作家具の種類が多く、
図書館総務事務室、和泉図書館事務室、調達課、設計業者及び納入業者で、
備品定例会議を同年6月から12月まで毎週1回、全30回行い、造作家具
の詳細仕様を詰めていった。それぞれの部署・業者の主なチェックポイン
トとして、図書館総務事務室及び和泉図書館事務室は使い勝手について、
調達課はメンテナンス面や耐久性について、設計業者は意匠や建物全体と
のバランスについて、納入業者は納入工程やコストについてチェックを行
い、仕様を確定させていった。
　前述のとおり、仕様を検討する中でも、図書館巡りは大変有益であった。
図書館巡りで様々な備品についても観察していたため、「良いもの」「良く
ないもの」のポイントを押さえ、仕様に反映させることができた。例えば、
書架の脇に置く図書返却台は返却台と書見台とブックトラックの3っの要
素を取り入れた家具となっている。もちろん、メンテナンス面も考慮され
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ている。
　このようにして、あらゆる面において洗練された約70種類の造作家具が
出来上がった。
タイトな備品納品と移転
　2012年1月から備品納品、3月中旬から移転がスタートした。しかし、
東日本大震災の影…響による人工不足のため、2011年12月末を予定してい
た建物工事完了・引渡しが、実際は2012年3月中旬までずれ込んだ。工事
と同時並行で、非常にタイトなスケジュールの中、異例の備品納品及び移
転が行われた。移転に至っては当初4週間で見込んでいた工程を3週間で
実施するという非常に厳しい状況であった。建物工事業者、備品納品業者
及び移転業者等の関係業者間でいかに工期・納期に間に合わせるかの努力、
調整及び協力がなされた。また、入試期間にも建物工事及び備品納品を行
わなければ2012年5月の図書館オープンに間に合わすことが困難な状況
だったため、和泉キャンパス課及び施設課が主となり学内調整の上、入学
試験実施時間を除いての建物工事及び備品納品を行うことの了承を得た。
　このように業者間及び学内での調整の結果、備品納品及び移転ともに
2012年3月末に無事に完了することができた。
おわりに
　このように、和泉新図書館建築計画には関係部署及び業者の多くの方々
が関わり、無事に今を迎えることができたのだと実感している。調達課と
して、このプロジェクトに携われたことに感謝している。これからも色々
な人に愛される和泉図書館であることを願っている。
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